
辛 山 号 墳
■
上

― 一 般 回 道 9号 (安 来道 路 )建 設 予 定地 内埋 蔵 文 化 財調 査概 報 一

Ч 、 十  三

牲 ミ

為 ゞ

ヽ

―
ut貯

一

一

ミ
　
　
ン

ｒ

子サ
，ロ 乳

郎
騰
ｒ
ｉ
ｒ卜

「畢
Ｆ埒
岬

∵と11
玲驚.

♯

995。  3

島

建

根 県 教 育 委 員 会

設省松江国道工事事務所



は じ め に 物 %0%物 物 0り 物 物 %珍 物 物 %0物 物 物 %物 0物 甥 物 物 %%

島根県教育委員会では,建設省から委託を受けて,一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内にある

遺跡の発掘調査を行っています。今回調査された塩津山 1号墳は,安来市久白町及び荒島町の丘陵上

にあり,平成 6年 4月 から発掘調査を開始 し,大型の竪穴式石室を持つ,今から約1700年前,古墳時

代前期に築かれた古墳であることが明らかになりました。

以下,今回の調査の主な成果について述べることにします。

塩津山 1号墳の立地 物斡%物0物0物%物%%%%物 %%%物 0◇%

安来市の西端,西赤江町から荒島町の一帯は,北に中海,東に飯梨川・伯太川岸に広がる安来平野

の美田地帯と,標高50メ ートル以下の低い丘陵地帯が広がっています。この丘陵上では,弥生時代か

ら奈良,平安時代までの多くの墳墓が見つかっており,山陰でも有数の墳墓密集地域として知られて

います。弥生時代後期には,四隅突出型墳丘墓として知られる仲仙寺 8・ 9・ 10号墓や宮山 4号墓,

安養寺墳墓群などが造られ,現在の中海岸から南へ 3 km程入り込んだ丘陵上に集中して発見されてい

ます。古墳時代は,前期には中海を見下ろす弥生墓とは異なる丘陵上に発見されていて,大成古墳,

造山 1, 3号墳といった出雲を代表する前期古墳が造られています。中期には清水山古墳群,造山 2

号墳,宮山 2号墳が,後期から奈良安時代には,石棺式石室を持つ塩津神社古墳や若塚古墳,火葬墓

で石製骨蔵器を持つ中山遺跡,小久白遺跡があります。このように約400年間という長期間に渡りこ

の地を治めた首長の墓がたどれるという全国的にも稀な歴史的環境の中に塩津山 1号墳はあります。
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図 1 塩津山 1号墳の位置と周辺の主な墳墓 (S=1/25′ 000)
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今回の調査で,標高35メ ート

ルの丘陵上に造られた古墳時代

前期の古墳であることが明らか

になりました。

規模は,南北25メ ートル,東

西20メ ートル高さ3メ ートル以

上であり,平面形は長方形を呈

しています。

墳丘は,地山に溝を掘り込み,

尾根筋から区画し,方形を造り

出しています。墳頂部などには

盛土を施し,成形されています。

墳丘斜面には葺石が置かれてお

り,北側・東側斜面で確認でき

ています。

埋葬施設は,墳頂平坦面にお

いて,内部が竪穴式石室である

第 1主体を最も古いものとして,

合計 6個 (第 1～ 6主体)を確

認しています。埋葬の方法はい

ずれも異なっており,バラエティー

に富んだ内容です。

出土遺物は,主体部上に供献

されたり,棺 として使用された

多数の土器,第 2主体上面から

銅製と見られる鏃 1,第 3主体

の棺内より副葬品の鉄製品とな

どがあります。

図 2 地形測量図 (S〓 1/250)

図 3 1号墳の全景 (図の上が北)
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造 られた当時の様子が伺える北側の斜面では,

墳端にテラス状の平坦な面を造 り, ここに石を置

いている状況が見られます。このような構造はこ

の地域で先行 して造 られていた四隅突出型墳丘墓

の斜面の「貼石」などの構造を受け継いでいると

考えられます。また平面的に見ると,墳端の一部

が弓状に反っていることも特徴の一つです。

図 4 葺石の模式図 図 5 北側斜面の様子

年一一、一．

図 6 葺石と墳丘の様子 (墳丘北側から)
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墳頂平坦面で 6個の埋葬施設を確認 しています (第

1～第 6主体)。

第 1主体は,東西方向に長軸を持つ竪穴式石室です。

内部は未調査ですが,墓壊内に,約 6.5× 2.5メ ー トル

高さ1.2メ ー トルの竪穴式石室が造 られています。 こ

のような大型の竪穴式石室は,当時勢力を拡大 しつつ

あった大和政権の政治的影響の結果,各地へ拡がった

と考えられており,県内では他に数例 しか確認されて

いません。その他は,第 1主体より後に埋葬が行われ

ています。調査を行った第 3主体は,約 42× 2.5メ ー

トルの二段掘 りの墓壊底に 5セ ンチメー トル以下の円

礫を敷き詰め, この上に西頭位で割竹型木棺を置き,

娠底と同じ円礫で棺を埋め, この上を白砂で厚 く覆う

という方法が採 られています。同様の方法には八束郡

東出雲町寺床 1号墳第 1主体があります。第 5主体は

高界で蓋をし口縁を西に向けた壺を使用 した土器棺で

す。第 6主体は吉備地方の特殊器台の影響を受けた土

器を棺に使用 しています。

このように,埋葬施設には他地域から伝わった新 し

い技術と,砂や土器の使用や礫床といった在地色を濃

く残す技術が混在 していることが明らかになりました。

図 7 竪穴式石室の模式図

図 8 第 1主体 (竪穴式石室)

(図 7の朱色部分)

(上)図 10 第 6主体

(左)図 9 第 3主体

竪穴式石室
/(天

丼石部分)
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墳頂部のそれぞれの埋葬には,墓墳を埋めた後に土

器が供えられており,上面から多数の上器が小片で出

上 しています。また墳端南東隅でも壺が 1個体出土 し

ています。これらは,壺,甕,高郭,低脚郭,鼓型器

台といった在地で一般的に見 られる土器です。棺とし

て使用された土器には,大型の壺と高郭 (第 5主体)

や,弥生時代後期以降吉備地方を中心に分布する特殊

器台の影響をうけて製作されたと思われる土器 (第 6

主体)があります。そのほか第 2主体の上面からは銅

製と見 られる鏃 1,第 3主体の棺内からは副葬された

鉄製の小刀 (刀子)と が出土 しています。

項

図11 第 6主体で使用された土器

図12 鏃 図13 小刀 (刀子)

図14 出土土器実測図
主体直上出土, 4, 5第 5主体使用の土器)(1,2,3第 1
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表 1 関連年表
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今回の調査で,塩津山 1号墳が古墳時代前期の古墳であることが明らかになりました。遺存の状態

も良 く,資料的価値は非常に高いと思われます。

墳丘斜面では,島根県内でこれまでに調査例の少なかった前期古墳の葺石が検出されました。これ

には,弥生時代後期 (3世紀 ごろ)に 出雲地方を中心とする日本海側や,中国地方山間部で造 られて

いた四隅突出型墳丘墓に見 られる「貼石」と「テラス状」の構造が見 られ,弥生時代後期以来の在地

の伝統を色濃 く残 しています。

埋葬施設では,規模が最大でこの古墳の中心埋葬と見 られる第 1主体に,弥生時代の墓制では全 く

見 られなかった最新の埋葬形態である長大な竪穴式石室が採用されているかたわらで,砂の使用,多

数の供献土器の使用など弥生墓以来伝統的に在地で採 られていた技法の両者が見 られます。それぞれ

の埋葬の方法が全 く異なったバラエティーに富んだものであることも, この古墳を特徴付けています。

また,古墳の中心的な埋葬施設に規模の大きい竪穴式石室が造 られている古墳で, この古墳の様に多

数の埋葬施設を持つ古墳は,全国でもほとんど知 られておらず,古墳時代前期の墓制を探る上で,重

要な発見となりました。

塩津山 1号墳の発見された安来市荒島町周辺の丘陵上は,弥生時代後期の四隅突出型墳丘墓から当

地域で最大規模の前期古墳が集中するという全国的にも稀な地域であり,初期大和政権が地方勢力を

取 り込み拡大 していった過程を考えるうえで,非常に重要な地域です。こうした場所で,塩津山 1号

墳のような在地色を強 く残す前期古墳が発見されたことは, この地域の歴史を解明していく上ではも

ちろん,列島が国として一つにまとまっていく様子を考える上でも,非常に重要な古墳であるといえ

ます。
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